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泉 消 防 署

国籍・文化の違い、そして言葉の壁を越えて！ 多文化まちづくり工房
地域の外国籍住民に対して、日本語教室・学習サポート・生活
相談等の様々な活動を行いながら多文化共生のまちづくり・ひ
とづくりを目指しているボランティア団体です。

地域の若者たちが、

つながりを持って活動しています！
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泉区の外国籍区民の約半数が「県営いちょう
上飯田団地」に集中して居住している

泉区全体 ２、５７９人

県営いちょう上飯田団地 １、３５８人

（平成２２年３月末現在）

居 住 地 域

【住民全体の２８％が外国籍住民】

【課 題】

地震・火災等の防災に関する情報

＊ 外国につながる：外国にルーツを持つ方・外国籍の方など

日本人住民の高齢化

外国につながる方にうまく伝わらない！

地域の担い手は？

外国につながる若者たちが中心！

〝ピンチ！〟を

地域の外国につながる若者たち

として活かして！

〝チャンス！〟

防災に関する知識・技術を習得

地域と連携した防災活動を実践

T：多文化 R：レスキュー Y：ユース

若い世代へアピールするには、
名称も大切です！

中国、ベトナム、カンボジア、ラオス、日本につなが
る若者３４名で構成されています。
７ヶ国語のコミュニケーションが可能です！
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TRYangelsの取組み
○ 多言語版資料の作成

○ 講習会・研修会の受講

○ 地域での防災活動

○ 災害現場での広報活動

講習会・研修会等の受講

ＴＲＹangelsのメンバーは、防災
に関する知識・技術を習得して
います。

防災活動の実践に向けて！ 応急手当法の習得
◇ 普通救命講習

◇ 応急手当指導方法研修会

◇ 小児・乳児応急手当法研修会

横浜防災ライセンス講習

○救助資機材取扱講習

○生活資機材取扱講習

防災資機材取扱い習熟訓練
習得した技術の実践的活用方法の研修
◇ 変形したドアーの開放（エンジンカッター）

◇ 家具等の下敷き救出（レスキュージャッキ）

◇ 要救助者搬送（簡易担架作成）

◇ 救命処置（心肺蘇生法・ＡＥＤ）
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地域での防災活動
○ 地域防災拠点訓練

○ 多文化共生交流会

○ 自治会と連携した防災活動

○ 地域の子供達への防災教育

○ 災害現場での多言語広報活動

参加者に合わせて多言語による

防災活動を展開しています！

地域防災拠点訓練
【応急手当法の指導】
各言語でグループに分かれて母国

語を使用し、応急手当法を指導

多文化共生交流会
○ 地域防災拠点配置の資機材

を活用した、救出訓練を披露

○ 「放火防止運動」

自治会での防災活動

○ 地域自治会町内会と連携

した多言語防災指導

地域の子供達へ防災教育
○ 地域と連携した子供達

への「防災体験塾」
この地域の小学校：８０％保育園：８５％

が外国につながる子供達です。

災害現場での広報活動

○ いちょう団地地区で、発生した、硫化水素に
よる事故現場で、地域住民に対し、ベトナム
語・中国語を使用した避難広報を実施

ベトナム語・中国語
で、避難広報実施！
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元気の出るツボその１

どこの地域も「次世代の地域の担い手不足」

が、課題となっているのでは？

若者たちを地域活動へ取り込む

ツボ！を提案します！

防 災
各地域の共通テーマです！
ＴＲＹangelsの活動は、どこの地域でも可能では？

応急手当法 救 助 法

地域を助ける活動！

地域活動に若い力を取り込む！

元気の出るツボその2

若者たちにやる気を出してもらう！

どのようにすれば、若者たちがやる気を

出してくれるの？

ツボ！を提案します！

なんといっても、地域の協力です！

若者たちが地域活動の中心となるよう計画

若者達の活動 地 域
連携

自分達の活動が 「地域の力」になっている

「やる気！」

ＴＲＹangelsの活動成果
○ 防災訓練等に外国につながる方の参加が増えて
来た「今まで、日本語が分からないから、ただ見て
いるだけの方」が、訓練の輪に入り積極的に防災指
導を受けるようになった。

○ 地域の外国につながる方の不安解消・防災意識
の高揚が図られた。

○ 地域の若者が、「地域と関わりを持って活動するこ
とによる地域の活性化」「防災活動を通じた人材育
成、地域社会への参画・自立の支援」が図られた。

ＴＲＹangelsの活動で
〝一番の成果〟はこれです！


